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教科名                    科 

 

１ 生徒の実態  

１年 ２年 ３年 

〇約７５％の生徒が、授業で挙手や

発言をする等、積極的に取り組も

うとしている。 

〇約８５％の生徒が予習や復習等に

取り組んでいる。 

〇定期テストの結果から、約６割の生

徒が基礎的な内容を身に付けてい

る。 

〇英語を話すことや読むことに対し

ては積極性が高いが、感覚で学ん

でいる部分が多く、書くことが苦

手な生徒が多い。 

〇７７％の生徒が授業で挙手や発言

をする等、積極的に取り組もうと

している。 

〇８１％の生徒が予習や復習等に取

り組んでいる。 

〇定期テストの結果から、約６５％の

生徒が２年生の１学期に扱った内

容については基礎的な力を身に付

けている。 

〇考える力に課題がある。 

〇１年生の基礎が定着していない生

徒が多い。 

〇７割の生徒が授業で挙手や発言を

する等、積極的に取り組もうとし

ている。 

〇７割程度の生徒が授業内容を理解

している。 

〇場面に応じて英文を作る力に課題

がある。 

〇１・２年生の学習が定着している生

徒と、定着していない生徒に大き

な差がある。 

 

２ 指導上の課題   

１年 ２年 ３年 

○既習事項、特に基礎的な内容を定

着させる必要がある。 

〇家庭学習に毎回きちんと取り組ま 

せる必要がある。 

〇単語や英文を書くことへの抵抗感

を減らし、書く力をつける指導が

必要である。 

〇学力差があるため、個々の能力に

応じた学習機会を設定する必要が

ある。 

○既習事項、特に基礎的な内容を定

着させる必要がある。 

〇習った文法や表現を生徒が整理

し、活用できるように指導する必

要がある。 

○具体的な場面設定の中で英語を活

用することで、思考力・判断力・表

現力を身に付けていく必要があ

る。 

〇学力差があるため、個々の能力に

応じた学習機会を設定する必要が

ある。 

○授業での発問に積極的に答えよう

とする姿勢を育てる必要がある。 

〇既習事項、特に基礎的な内容を定

着させる必要がある。 

○具体的な場面設定の中で英語を活

用することで、思考力・判断力・表

現力を身に付けていく必要があ

る。 

〇学力差があるため、個々の能力に

応じた学習機会を設定する必要が

ある。 

 

３ 授業改善の視点とその方策 
１年 ２年 ３年 

〇既習事項を授業の中で繰り返し使

用することやパフォーマンステスト

を通して、定着を図る。 

〇毎回の家庭学習の点検と、呼び掛

けを強化する。 

○語句について、毎授業での練習と

週に１回の小テストを継続して行

う。 

〇１人１台端末を活用し、音読練習、

Kahootなど個々に応じた学習の

時間を設定する。 

○リスニング教材の帯活動や週に１

回語句の小テスト、毎回の家庭学

習により、基礎・基本の定着を図

る。 

〇既習事項を授業の中で繰り返し使

用する。 

○思考力・判断力・表現力を高めるた

めに、生徒にとってわかりやすい

場面設定をし、言語活動を行う工

夫をする。 

〇１人１台端末を活用し、音読練習、

Kahootなど個々に応じた学習の

時間を設定する。 

○リスニング教材の帯活動や英単語

テスト、授業毎の宿題により、基

礎・基本の定着を図る。 

〇既習事項を授業の中で繰り返し使

用する。 

○思考力・判断力・表現力を高めるた

めに、生徒にとってわかりやすい

場面設定をし、言語活動を行う工

夫をする。 

〇１人１台端末を活用し、音読練習、

Kahoot、padletなど個々に応

じた学習の時間を設定する。 

 

英語 


